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設立の思い再び　設立から20年を前に　

山津見神社(飯館村)参道

　社叢学会は2002（平成14）年5月26日に賀茂御祖神
社（下賀茂神社）糺森研修道場で発足の産声を上げ
た。故上田正昭名誉顧問、上田篤顧問、薗田稔理事
長が自然林とも、また里山・採炭林などとも違う社叢の、
人文科学や自然科学にまたがる特有の価値に着目し、
幅広く学際的な、さらに研究者から一般市民までをも
巻き込んだ学会設立を目指し、設立のための準備会
議や研究会の開催など、設立への歩みを進めてきた。
　社叢学会の設立は、各マスコミでも注目されたが、
今年5月、会員で社叢インストラクターの堀内大樹氏
から、お知り合いがとっておられた設立当初の新聞記
事の切り抜きをお送りいただいた。
　設立総会の案内や設立の経緯、設立によせる故上

田正昭名誉顧問の寄稿記事など、設立前夜の熱い
思いが伝わる。堀内氏は、「背筋の伸びる思いがし
ました。社叢学はきっと社会に有益で不可欠なも
のだと再認識した次第です。(略)もっと多くのこ
とを学んでいかなくてはなりません」というメッ
セージをくださった。なお、この切り抜きは社叢
学会HPに掲載している。
　来年には20年目の活動に入るが、今一度、設立
の意図に思いをいたし、研究会やシンポジウム等
が開催し難い現下の状況にあっても、何とか活動
を継続していきたいと考えている。
　なお、3面には故上田名誉顧問による第3回関西
定例研究会の記録を再録した。

次回予告【第36回中部定例研究会】

◆日　　時：10月25日(日)・26日(月) 

◆場　　所：熊野古道と海辺の社叢(飛鳥神社・九木神社など)(尾鷲市)

◆テ ー  マ：熊野古道の歴史と尾鷲市の海辺の社叢見学

◆スケジュール：
10月25日(日)
　13:00　JR 尾鷲市駅集合
　　　　　→参加者の自家用車に分乗して三重県立熊野古道センターに移動
　14:00～17:00　講話
　　「熊野古道の歴史と文化」川端　守(熊野古道センター長)
　　「東紀州の社叢と植生」長谷川　泰洋(社叢学会理事・名古屋産業大学講師)
　　終了後、熊野古道センター見学
　17:40～　飛鳥神社(尾鷲市曽根町)社叢見学(自由参加)
10月26日(月)
　9:00  九木神社(尾鷲市九鬼町)集合
　　　　九木神社社叢見学及び九木崎遊歩道散策(魚見小屋など)
　　　　案内：橋本　博(熊野古道センター主任コーディネーター)
13:30　九木神社解散



　　　        玉山稲荷社後背の社叢

賛助会員神社の社叢
伏見稲荷大社

  今号から、賛助会員神社の社叢紹介を開始する。今回は、先般、総会の会場をご提供いただいた伏見稲荷大
社を取り上げるが、予てより社叢内のヒメシャラに興味をひかれてきた渡辺弘之副理事長が改めて８月に調査
に入られたので、その印象などを執筆いただいた。ここ数年、行列ができるほどにぎわっていた千本鳥居周辺
だが、今ではひっそりと静まり、聖域としての社叢を改めて感じることができる。
　なお、この社叢の動植物について、京都市発行のパンフレット「京都の社寺と生物多様性」第５号(https:
//www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/cmsfiles/contents/0000219/219232/syazi5.pdf)に、また伏見稲荷大社機関
誌「朱(あけ)」第63号(問合せ先：伏見稲荷大社　頒価２千円)の「伏見稲荷大社境内で見られる野生哺乳類」
(上西実)に紹介されている。

伏見稲荷大社
　全国に約3万社といわれる稲荷社の総本宮。711
(和銅4)年創建と伝わる。農耕神である稲荷神は、
殖産興業の神としても広い信仰を集めている。
所在地：京都市伏見区深草薮之内町68
祭　神：宇迦之御魂大神・佐田彦大神・大宮能売
　　　　大神・田中大神・四大神

稲荷山全景(写真提供：伏見稲荷大社)



第3回　関西定例研究会　報告 2002年11月23日

(於　社叢学会事務局

社叢のうちとそと　－鎮守の森とウタキ－

講　　師：上　田　正　昭(京都大学名誉教授)

　「鎮守」という用語はたとえば古代の東北におか
れた陸奥鎮守府など、古くから使われている言葉だ
が、いわゆる「鎮守の神」や「鎮守の森」という言
葉がひろく使用されるようになったのは、「小学唱
歌」の“村まつり”のひろまりがひとつのきっかけ
になっている。2002年の５月、社叢学会の設立に際
して、その準備の段階で鎮守の森学会にしたほうが
わかりやすいとの意見もあったが、鎮守の森をグ
ローバルに比較研究しようとする場合、聖なる森の
信仰は沖縄あるいは東北アジアや東南アジアなどに
も広がっていて、社叢のほうがより概念が広くなる
のではないかとの意見にしたがって、本学会は社叢
学会と命名された。
　20世紀には自然の破壊、地球の汚染がいちじるし
く進行したが、日本においても乱開発などによる森
林の荒廃には憂うべきものがあり、鎮守の森そのも
のがあらたな危機にさらされている。沖縄のウタキ
の森も例外ではない。
(1) 中国の古典における「社」と古代やまと言葉に
おける「ヤシロ」の意義を比較し、あわせて中国の
「天神」・「地祇」と日本の天つ神・国つ神の違いを明
確に認識する必要がある。「ヤシロ」は『播磨国風土
記』が「屋代」とも書いているように、カミをまつ
る建物のある聖なる場所を意味した。『出雲国風土
記』がその冒頭の総記にあたる文の中で、神社を

「参佰玖拾玖(399)所」などと場所で表記しているの

は興味深い。日本の「天神」は(イ)日・月・星辰など
の天上の神ばかりでなく、(ロ)天つ神すなわち高天原
系の皇室ゆかりの神、(ハ)雷雨神、(ニ)菅原道眞公と
さまざまであり、聖なる森の研究にあたっては、場所
とカミ観念の変遷にも注目する必要がある。
(2）天つ社・国つ社という社格が設けられたのは天武
朝であり、その後の歴史の中で社叢はどのような変遷
をたどったのか。春・秋のマツリには「郷飲酒の礼」が
行われていたが(たとえば「大宝儀制令」の『古記』)、
とりわけ荘園制の枠をこえた惣村・惣郷の時代(南北
朝)における宮座・宮ノ党などの祭祀グループと鎮守
の森とのかかわりや明治39年の神社合祀令以後のあり
ようには注目すべき問題がある。
(3）『出雲国風土記』に「上のほとりに樹林あり、これ
則ち神社なり」と記し、『万葉集』に「モリ」というや
まと言葉に「社」・「神社」の字をあてているように、
本殿や拝殿などが造営されたのは後のことである。桜
井市の大神神社はもちろん、奈良市の春日大社や天理
市の石上神社なども、もともとは本殿がなかった。古
代のやまと言葉では「モリ」と「ハヤシ」は異なる
が、やがて「樹林」・「森林」が一般化した。
(4）沖縄のウタキには、(イ)琉球王朝のウタキ、(ロ)共
同体のウタキ、(ハ)門中又は個人のウタキがあるが、カ
ミ観念の多様性・森そのものの信仰や立地の条件に
は、鎮守の森と共通する要素がある。その異同をみき
わめることは、社叢研究に寄与するにちがいない。

8年間の全てを記録　現地調査員の生の声も　頒価　3,000円

東日本大震災社叢復興支援事業報告書を発行

千本鳥居
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　AI（人工知能)使えん‼　いえね、長く放置し
ていたら植木鉢を覆いつくし、庭に触手を伸ば
す謎の植物があって、いつもなら理事の先生方
に「これ何?」と尋ねるのだけれど、今回は植
物名を教えてくれるアプリを使ってみたわけで
すよ。写真を送ったら割とすぐにAIさんが答え
てくれるのだけれど、「もしかして？」と候補を
送ってきたのが、クロッカスにススキにヨモギ
だぁ？！　バカヤロウ！(おっと失礼!)　百歩譲
って、これらがどんなものかを知らん人もいる
だろうさ。しかし！！　クロッカスもススキもヨ
モギも全く違う形状でしょうが！　少し後から
人さまがお答えくださったのが正解っぽい。将
棋AIはすごいらしいけど、植物AIくん、今少し
修業を重ねてくれたまえ！　　　(藤岡　郁）

下記の通り、『社叢学研究』19号への投稿を募
集しています。研究者の業績評価にもつながり
ますので、ぜひご投稿ください。論文には至ら
ない準備段階の研究ノートや、短報、身近な活
動、社叢の訪問記(紀行文)もお待ちしています。
　学術論文としての体裁を整えるための書き方
や、引用文献、参考文献の扱い、記載の仕方に

中部定例研究会は1泊2日の行程で開催いたしま
す。今回は、2004(平成16)年に、世界遺産リス
トに登録された「紀伊山地の霊場と参詣道」の
一画を占める熊野古道東回りの「伊勢路(東熊
野街道)」のほぼ中間地点の尾鷲市を訪れ、熊野
古道の歴史や紀伊半島東部の植生についての講
演や、海辺に佇む神社の参拝、社叢拝観など、
盛り沢山な内容です。奮ってご参加ください。

東アジアの「伝統の森」100撰
　　ｰ山・川・里・海をつなぐ森の文化-
　　　　　　　薗田　稔監修　李　春子編著

　東アジアの信仰の森について意欲的に研究を続
ける李春子氏の最新刊。
　日本70カ所、韓国20カ所、台湾10カ所の「伝統
の森」の由来と祭礼、植生などを調査し、貴重な
カラー写真とともに収録。それぞれの国で受け継
がれる、自然と共生する「伝統の森」文化の再認
識を図る。薗田稔理事長の巻頭言以下、東アジア
の「伝統の森」100 撰、李氏の他、滋賀県で鎮守
の森の植生と保全に取り組む社叢学会会員の大谷
一弘氏による論考など、盛り沢山な内容の一書。
　　　　(サンライズ出版　定価3千2百円＋税)

原正利理事から“世界各地の樹木を巡って世界
一周した気分になる”本をご紹介いただきまし
た。人間と樹木の関係について幅広く取り上げ
ており、“内容的には白眉”とのこと。お手にと
ってみられてはいかがでしょうか？
『世界の樹木をめぐる80の物語』ジョナサン・
ドローリ(著)、ルシール・クレール(挿絵)、三
枝小夜子(訳)　　　(柏書房　3千4百円＋税)

前号がお手元に届いた頃、今年ばかりは何とか、
と思っておりました自然災害に見舞われてしま
いました。皆さま方におかれましては無事にお
過ごしでしたでしょうか。ウィルスも梅雨前線
も熱波も人間の事情など知らぬこととはいえ、
その無常さに嘆声が出るばかりです。ただ、こ
れまで終わらなかったパンデミックはありませ
ん。その日まで、お互い様に冷静さを保ちつつ
正しく怖れ、予防専一に過ごして参りましょう。

ついては社叢学会のホームページに公開して
います(http://www.shasou.org/journal/form
at.pdf)。お目通し下さい。

*　書評欄では会員の皆さま方の著作を取り上げています。出版された方は、ぜひご献本下さい。

★　会誌の投稿規程と論文の体裁、引用文献の記載方法を公開しています。投稿される　　
方は、これに従って提出してください。http://www.shasou.org/journal/format.pdf

『社叢学研究』第19号への投稿：論文、研究ノート、短報、資料紹介や調査報告(各400字
詰原稿用紙40枚以内)と「鎮守の森の活動報告(祭、音楽会、調査、ワークショップなどの実
施報告、抱える問題点など)」「社叢訪問記」(各1,200字程度)を募集いたします。
締め切りは、論文等10月30日(金)　活動報告等12月23日(水)　いずれも必着。
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